
政策　04　都市基盤に関する政策

施策　05　公園・緑の整備と保全

あるべき姿
公園や緑地が整備・保全され、緑とふれあうことができます。

■施策の成果状況と評価

身近に緑に親しめる環境があると思う市民の割合（%）

【都市計画課】

評

価

（状況）身近に緑に親しめる環境があると思う市民の割合は、
基準値（82.7％）と比較して、6.1ポイント増加しました。

（要因）公園数が増えたことにより公園に植樹されている樹木
や芝生に接する機会が増えたことが挙げられます。今後も公園
等の整備を進めていき成果の向上に取り組みます。

基準値
(H27)

実績値
(R01)

実績値
(R02)

目標値
(R03)

対
基準値

82.7 85.6 88.8 84.0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

（達成）

目　標
達成度



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　緑の創出
市民１人あたり公園（緑地）面積（㎡）

【都市計画課】

評

価

（状況）市民1人当たりの公園面積は、基準値（6.53㎡）と比較
して、0.87㎡増加しました。

（要因）この成果の要因として、広田中央3号公園等の公園が整
備され開園したことが挙げられます。

基準値
(H27)

実績値
(R01)

実績値
(R02)

目標値
(R03)

対
基準値

6.53 7.35 7.40 7.61

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　公園・緑の維持管理
住民全体で管理している公園数（件）

【都市計画課】

評

価

（状況）住民全体で管理している公園数は、基準値（39件）と
比較して、1件増加しました。

（要因）公園を利用する人や近隣の人たちが維持管理をして公
園を利用することが公園整備奉仕活動になり、地域の環境美化
につながることが挙げられます。今後も活動団体の継続と新規
団体の参加の促し、成果の向上を図ります。

基準値
(H27)

実績値
(R01)

実績値
(R02)

目標値
(R03)

対
基準値

39 42 40 52

（横ばい）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　公園・緑の維持管理
公園に対する満足度（%）

【都市計画課】

評

価

（状況）公園に対する満足度は、基準値（75.0％）と比較し
て、3.8ポイント向上しました。

（要因）広田中央3号公園等が開園になり公園整備が進むことや
既設の公園での老朽化した施設の改修を行っていることが挙げ
られます。今後も公園整備を行い成果の向上を図ります。

基準値
(H27)

実績値
(R01)

実績値
(R02)

目標値
(R03)

対
基準値

75 79.8 78.8 76.8

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　公園・緑の維持管理
公園についての苦情件数（件）

【都市計画課】

評

価

（状況）公園についての苦情件数は、基準値（129件）と比較し
て、30件減少しました。

（要因）公園監視員や公園利用者、近隣住民からの連絡により
維持管理が行われたことが挙げられます。今後の公園監視員や
公園整備奉仕活動団体等と連携を図り、維持管理をしていきま
す。

基準値
(H27)

実績値
(R01)

実績値
(R02)

目標値
(R03)

対
基準値

129 81 99 100

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

（高）

目　標
達成度

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（高）



基本事業03　生物多様性の維持保全　　　　　　
生物多様性が保たれていると思う市民の割合（％）

【環境課】

評

価

（状況）生物多様性が保たれていると思う市民の割合は、基準
値(73.7％)と比較して、4.7ポイント向上しました。

（要因）平成27年度から「コウノトリの里づくり事業」を開始
するなど、人にも生きものにもやさしいまちづくりを進めてき
たことにより、身近な野生の生きものに親しむ方が増加したこ
とが挙げられます。生物多様性の維持保全には、行政はもちろ
ん、市民や事業者・学校など、たくさんの方々の理解と参加が
不可欠であることから、上記事業を中心に取組の重要性の周知
を図るなど、引き続き成果向上に取り組みます。

基準値
(H27)

実績値
(R01)

実績値
(R02)

目標値
(R03)

対
基準値

73.7 78.0 78.4 78.7

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（高）

目　標
達成度


